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　中間支援団体ってなんだろうと思われる方も多い

のではないかと思います。英語ではまさしくイン

ターミディアリー intermediary といいますが、一般

的には NPO を支援する NPO と捉えられています。

宝塚 NPO センターも「市民活動の交差点」として

中間支援団体を目指しています。

　内閣府によると「多元的社会における共生と協働

という目標に向かって、地域社会と NPO の変化や

ニーズを把握し、人材、資金、情報などの資源提供者

とNPOの仲立ちをしたり、また、広義の意味では各種サービスの需要と供給をコーディネート

する組織」ということになっていますが、調査、研究、人材、資金、情報などの資源提供者と

NPOを繋ぐことは充分できているとはいえません。まちづくりに市民の参加を促すことや、

NPO支援のための相談窓口などを心がけていますが、まだまだこれからの課題だといっていい

でしょう。

　行政とNPOのみならず、企業とNPOや、市民とNPO、NPOとNPO、民間財団や寄付者な

どの支援者とNPOやNPOの支援対象者など多様な関係を取り持つことが「市民活動の交差点」

になることであると思っています。特にNPOに共通する思いや願いや意見を政策に提言したり、

行政と地域住民との間を調整することもまだまだ先の課題だと認識しています。

　また、宝塚NPOセンターは、宝塚市民のためだけの中間支援団体というわけでもありません。

宝塚歌劇と同じように宝塚に発祥の地はあるけれども日本全国に発信する組織でNPO支援を求

められるところにはどこへでも駆けつけます。いわば宝塚は屋号のようなもので、まだNPOが

海のものとも山のものともつかぬ時代に産声をあげた団体としてNPOを広げる使命のもとで活

動してきました。NPO設立２０数年も経つと同じような志をもつ中間支援団体も増えてきまし

た。設立当初のままでいいのかと問われるといささか悩むところではありますが、市民セクター

として市民参加のすそ野を広げる団体として「市民活動の交差点」という願いは堅持し続けた

いと思います。

　今日の宝塚NPOセンターは、若者就労支援や高齢者事業支援のNPOのように受け止められ

がちですが、目指しているところは市民の多様な社会参加の機会と場づくりにあると考えてい

ます。もちろん、ボランティア活動や地域での助け合い、支え合いなども市民活動のひとつで

すが、就労支援を通じても社会参加が可能であると確信しています。ボランティア活動や地域

活動さえできない状況におかれている若者が増えています。その社会的背景には日本の雇用環

境の変化、家族の変容など生活のスタイルそのものを変えざるをえない状況が存在しています。

ボランティア活動、相互扶助、就業就労による地元貢献、さまざまな社会参加を促していくと

ともに中間支援団体としての力をつけていきたいと思います。

ご挨拶

理事長　牧里 毎治
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1
協働の場づくり

2
人と組織づくり

3
仕事を通じた
社会参加づくり

つなぐ　たがやす　ほりおこす

起業相談
694 件

就労相談
3,076 件

数字であらわす

平成28年度の活動

宝塚NPOセンター
がつくりたい
6 つのコト

運営相談
1,485 件

①市民活動促進支援事業
②ひょうごアドプト推進業務
③きずなの家事業

①生きがいしごと
    サポートセンター事業
②ソーシャルビジネス
    創業支援事業

①職場体験付
　若者就労支援事業
②若年者就労サポート事業
③地域若者サポート
　ステーション事業
④就労準備支援事業及び
自立相談支援事業（就労支援）
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4
地域づくり

5
参加の場づくり

6
市民ネットワーク
づくり

市民活動及び市民活動団体の自立・発展・市民事業の円滑な運営のための
さまざまな支援を行うことによって、
だれもが安全に安心してくらせる市民社会の実現に寄与します。

起業
24 団体

雇用創出
553 人

ボランティア数
35人

講座
349 講座

宝塚市立勤労市民センター
指定管理事業

100 色珈琲事業 ①ネットワーク事業
②エイジフレンドリーシティ
　行動計画策定業務
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1
①市民活動促進支援事業（宝塚市）
②ひょうごアドプト推進業務（兵庫県）
③きずなの家事業（宝塚市）

協働の場づくり

目　的

内　容

市民同士の協働、行政と市民の協働、中間支
援と市民・行政の協働という 3 つのつなが
りの中から、地域のあちこちに対話を生み、
お互いの理解を深めながら共に地域を考える
参加型の社会をつくります。

①市民活動促進支援事業
・特定非営利活動法人（NPO法人）の
起業・運営相談支援
・市民活動団体等のコミュニティビジネス
（CB）育成等支援
〔後期事業〕
・宝塚市まちづくり協議会ポータルサイトの
作成業務
・まちづくり協議会のブログ等支援業務
・市民活動の情報発信の充実を図る講座

②ひょうごアドプト推進業務
・アドプト団体活動支援

③きずなの家事業
・コミュニティカフェ運営
・市民アーティスト応援
・貸しスペース業務
・障がい者授産品委託販売
・市民活動広報支援
・市民団体イベント支援
・市民ボランティア参画促進

活動紹介

完成したインターネット上の情報発信拠点『宝塚市
みんなのまちづくり協議会』

『もっとアドプトを良くする会議』はホンネで話し合
える場になりました
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報　告

①市民活動促進支援事業
・NPO法人の運営相談 232件
・NPO法人の起業相談 104件
・市民活動団体等のCB 育成相談 236件

30 団体から法人化相談が寄せられ、6 法人
を設立しました。また、1 団体が認定法人格
を取得し、更に 3 団体が取得に向けた準備
を行っています。
市民活動団体等から寄せられた相談は起業と
助成金相談、それぞれ36 件・42 件と平成27
年度の 31 件・14 件から増加しています。な
お起業相談の 1/3 は一般社団法人設立に向け
た相談。それぞれの団体設立目的に合わせて
非営利法人格を選択する傾向が見られます。
〔後期事業〕
宝塚市には、自分たちのまちが住みやすくな
るよう多様な活動をしている 20 のまちづく
り協議会があります。より住みやすく、魅力
ある地域をつくっていくためには新しくかか
わる人を増やしていくことが重要です。そこ
で宝塚市と宝塚 NPO センターは協働で、イ
ンターネット上の情報発信拠点『宝塚市みん
なのまちづくり協議会』を作成しました。発
信力向上を目的とした広報講座にはのべ 99
人が参加、宝塚市末成小学校地域まちづくり
協議会では住民同士の意見交換会を支援しま
した。

②ひょうごアドプト推進業務
・活動団体 42団体
・活動者総数 1,462人

平成 28 年度、兵庫県全域では 378 団体が参
加するアドプト制度のうち阪神北県民局管内
の42団体を事務局として支えました。
同じ活動をする団体同士の意見交換会『アド
プトをもっと良くする会議』の開催や、情報
紙『みんなのアドプト』での広報活動を通じ、
環境美化と災害に強い地域づくりをする市民
活動を今後も支え続けます。

③きずなの家事業
・カフェ利用者数 3,619人
・市民アーティスト応援 8団体
・貸し部屋利用 9団体
・障がい者授産品委託販売 1団体
・市民活動広報支援 24団体
・市民団体イベント支援 1団体
・市民ボランティア参画 8人

『きずなの家 KaRuTa』はコミュニティカフェ
として、近隣の方々を中心にお茶と軽食を提
供しています。また地域の『交流する場』と
しての役割を果たし8人のシニアボランティ
アの活躍の場となっています。月 1回夜間に
実施した『宝塚まちかど大学』や利用者によ
る音楽イベントは、企画から広報、事業実施
まで一緒に考えながら手伝うことにより、市
民力をエンパワメントしました。今後も月に
1 回、市民企画講座を継続する予定です。ま
た宝塚地域若者サポートステーションとの連
携により、若者の就労訓練の場としても活用
しました。

認証を受け、これからが本当のスタートです
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2
①生きがいしごとサポートセンター事業（兵庫県）
②ソーシャルビジネス創業支援事業（宝塚市）

人と組織づくり

目　的 内　容

地域社会の様々な問題を解決するコミュニ

ティビジネス (CB) や社会課題をビジネスの

手法を用いて解決するソーシャルビジネス

（SB）。

それらを通じて自分達の社会を変革し持続可

能にしていく人は自分であると多くの方に気

づいていただき、一歩踏み出す支援を目的に

しています。また、『働く』ことで誰もが社

会とつながることを応援します。

①生きがいしごとサポートセンター事業
・NPO 法人・CB の設立支援
・雇用創出
・情報収集発信
・起業相談
・シニア起業
・シニア雇用創出
・CB ゼミナール
・実務講習講座
・シニア向け講座
・CB 啓発フォーラム
・専門家派遣
【但馬地域】
・CB インターンシップ事業
・CB 全県活性化シンポジウム
・CB 座談会
・CB 出張相談

②ソーシャルビジネス創業支援事業
・SB スタートアップ講座
・SB 事例研究会
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報　告 活動紹介

①生きがいしごとサポートセンター事業
・起業相談 590 件
・運営相談 1,017 件
・職業相談 537 件
・雇用創出 340 人（うちシニア71人）
・起業団体数 24団体 (うちシニア9団体)
・CB ゼミナール 8講座
・実務講座 11講座
・シニア向け講座 9講座
・CB 啓発フォーラム 2講座
・専門家派遣 4件
【但馬地域】
・CB インターンシップ事業　　　　　　1団体
・CB 全県活性化シンポジウム　　　　　　1回
・CB 座談会　　　　　　　　　　　　　　1回
・CB 出張相談　　　　　　　　　　   　　17回

生きがいしごとサポートセンター阪神北には、
起業、就労、ボランティア、地域参加など 2,144
件の相談が寄せられました。そのような相談に
対応し、『CB のツクリカタ』など各種 講座を30
講座開催しました。また情報紙を年 4 回発行し
情報発信に努めました。
その結果、24団体を設立し、340人の就職をマッ
チングしました。

②ソーシャルビジネス創業支援事業
・SBスタートアップ講座 16講座
・SB事例研究会 1回

ソーシャルビジネスへの関心が全国的に高まっ
ているなか、起業のスキルが身につく講座や、
ビジネスコンペティションに加え、事例研究会
を実施しました。

『場とコト LAB』の中脇健児さんをゲストに『CB の
ツクリカタ』講演会を開催し、行政・事業者・まち
の人々の巻き込みかたについて話し合いました

朝来市にて実施した『SB 自然農』講座。『健一自然
農園』伊川健一さんから、これから農業をスタート
する人に向けたアドバイスをしていただきました
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3
①職場体験付若者就労支援事業（宝塚市）
②若年者就労サポート事業（伊丹市）
③地域若者サポートステーション事業（厚生労働省）
④就労準備支援事業及び自立相談支援事業（就労支援）
（宝塚市）

仕事を通じた社会参加づくり

目　的 内　容

働くことで社会に参加することを支援し、就
職成立者を増やします。就職までの支援だけ
ではなく、継続して働くための支援も行って
います。
また、事業者はもとより多くの市民に現在の
雇用状況を伝えることで、地域の理解を深め
ることを目的としています。

①職場体験付若者就労支援事業
・就労支援セミナー
・生活訓練プログラム
・職場体験実習

②若年者就労サポート事業
・就労支援セミナー
・パソコン講座
・職場体験実習
・合同就職面接会

③地域若者サポートステーション事業
・キャリア相談
・キャリアセミナー
・職場定着ステップアップ支援

④就労準備支援事業及び自立相談支援事業
(就労支援 )

・求職活動支援
・セミナー及び就労体験
・就職後の職場定着支援

ソリオ宝塚ふれあい夏祭りのお手伝い。実際に体験
することで働くイメージや自信をつけていきます

ビジネスマナー講座にて、電話応対練習。電話機で自分自身の
声を録音する演習を通し、ちょっとした緊張を体験しました
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報　告

①職場体験付若者就労支援事業
・就労支援セミナー 13講座
・生活訓練プログラム 5講座
・受講者数 19人
・修了生 17人
・のべ講座参加者数 210人

本事業を宝塚市より受託して8年目。毎年7月
から半年間をかけて、各種セミナーや職場体験
を通じて若者を就労へと結びつけます。
自己分析や外部講師による職業人講話、ビジネ
スマナー講座などを実施。
また、清掃体験やソリオ宝塚ふれあい夏祭りの
お手伝い、調理実習、職場体験など実際に身体
で感じる機会を多く取り入れ、働くイメージや
自信をつけ応募活動へと踏み出せるようサポー
ト。本事業を通じて、受講者の半数以上の 15
人が進路を決めました。
修了式では、晴れやかな表情で修了証を受け取
る、彼らの成長した姿に感動しました。

②若年者就労サポート事業
・就労支援セミナー 12講座
・パソコン講座 4講座
・受講者数 33人
・合同就職面接会　来場者数 45人

平成 26 年度から伊丹市より受託した本事業も
3 年目となりました。8 日間の連続講座を前期
と後期に分けて開催。自己分析からビジネスマ
ナー、模擬面接など、就活に欠かせない講座を
6 日間、PC 講座を 2 日間実施しました。合同
就職面接会では、受講者からも内定者が出たほ
か、最終的に本事業全体では 20 人が就職を決
めることができました。

③地域若者サポートステーション事業
・キャリア相談 1,942件
・就職決定者数 142人
・キャリアセミナー 142回
・職場定着支援率 44.9％

『宝塚地域若者サポートステーション』が開所
して 4年目。開所以来、毎年多くの若者を社会
へと送り出しています。本事業では就労支援だ
けではなく、働き始めてからのサポートもして
います。社会に出た後でも、ふっと思い出し立
ち寄って相談ができる場を作っています。

④就労準備支援事業及び自立相談支援事業
(就労支援 )

・就労決定者数 71人
・増収者数 10人

本事業における就労支援は、福祉と雇用が一体
化していることが特徴です。宝塚市役所にある
『せいかつ応援センター』と連携して本センター
の『はたらく応援センター』は平成 27 年度よ
りも就職者数を増やしています。初年度に比べ、
市民や関係機関からの認知度が高まり潜在的な
利用者と本事業とがつながった結果だと考えて
います。

就労支援の一環として、宝塚園芸福祉協会さんの
指導の元、農作業を体験。体力づくりやコミュニ
ケーション力UPに役立てています
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4
宝塚市立勤労市民センター
指定管理事業（宝塚市）

地域づくり

目的・内容・報告

参加型の施設管理運営を通じて、新しいコ
ミュニティをかたちづくります。

・貸室稼働率 25.0％
・利用者数 38,231人
・末広駐車場入庫台数 136,610台
・就職希望者の清掃体験参加人数 57人

5
100 色珈琲事業

参加の場づくり

目的・内容・報告

管理施設において年齢や立場に捉われず、誰
もが参加できる場づくりや仕組みづくりを実
現します。
・稼働日数 のべ337日
・協力ボランティア数 のべ582人
・利用者数 のべ5,287人
・寄付金額 332,686円
 (2店舗計 )

寄付とボランティアで支える珈琲を通じた市
民交流と参加の場づくり『100色珈琲』は、
勤労市民センターとスポーツセンターの 2
店舗体制となり、多くの方に知られるように
なりました。
「何気ない会話がうれしい。寄付だけでは申
し訳ない」と、砂糖やお菓子を差し入れてく
ださるコアなファンにも支えられ、今年は利
用者数が5,000人を超えました。

平成 28 年 11 月から開始された中央公民館
新築工事に伴い、駐車場が半減したことと閉
館が通知されたことの影響により、平成 27
年度に比べ稼働率は 2.5％、利用者数は約
1,000 人減少しました。しかしながら、多く
の方々から「閉館まで使わせて欲しい」との
嬉しいお声もあり、利用者満足度も前年度と
同水準を維持しました。
平成29年8月末をもって閉館となりますが、
最後までしっかりと宝塚 NPO センターらし
い指定管理業務を継続していきます。
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活動紹介

完成した『エイジフレンドリーシティ宝塚行動計画』

の冊子と概要版

6
①ネットワーク事業（ソリオ宝塚自治会ほか）
②エイジフレンドリーシティ行動計画策定業務（宝塚市）

市民ネットワークづくり

目的

市民活動の更なる成長を目指して、それぞれ
のセクターを結びつけるネットワークの推進
に力を入れ、安全で安心な社会をつくります。

内容

①ネットワーク事業
・自治会事務局
・ソリオ宝塚ふれあい夏祭り事務局
・地域施設管理事務局

②エイジフレンドリーシティ行動計画策定業務

報告

①ネットワーク事業
宝塚NPOセンターが所属するソリオ宝塚自
治会とソリオ宝塚ふれあい夏祭りの事務局、
そして近隣の4自治会が共同で管理する栄
町会館の経理・受付業務を担っています。ソ
リオ宝塚自治会の事務局は担い始めてから今
年で10年になります。会費の管理や書類作
成などの支援のほか、自治会加盟の金融機関・
ホテル・商業施設や子ども会など20団体が
協働で運営するソリオ宝塚ふれあい夏祭りで
は、地域の仲間として一緒に活動するための
お手伝いをしています。平成27年度からは
栄町会館の経理と受付業務の支援も始まり、
地域活動の一端を支える重みを感じています。
これらを任せていただいているのは、地域の
皆さまから信頼していただけているからだと
受け止めています。これからもその信頼に応
えていける宝塚NPOセンターであり続ける
よう努めていきます。

②エイジフレンドリーシティ行動計画策定業務
策定委員会及び庁内推進委員会で話し合われ
た内容をもとに『「お互いさま」があふれる
まち・宝塚』を基本理念に策定された『エイ
ジフレンドリーシティ宝塚行動計画』の冊子、
ならびに概要版の答申までをサポートしまし
た。
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平成 28 年度特定非営利活動に係る事業会計

貸　借　対　照　表　　簡　易　版
平成 29年 3月 31 日現在

平成 28 年度特定非営利活動に係る事業会計

　活　動　計　算　書　　簡　易　版
　平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日まで
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平成 29 年度特定非営利活動に係る事業会計

活　動　予　算　書
平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日まで
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平成 29 年度特定非営利活動に係る事業計画
平成29年 4月 1日～平成 30 年 3月 31 日

1 協働の場づくり

2 人と組織づくり

3 地域づくり

市民同士の協働、行政と市民の協働、中間支援と市民・行政の協働という3つのつながりの中から、地域のあち
こちに対話を生み、お互いの理解を深めながら共に地域を考える参加型の社会をつくります。

持続可能な組織運営を相談者と一緒に考える姿勢を大切に、コミュニティビジネスやNPO活動を通じて、誰もが主役と
して参加できる社会をつくります。また、仕事というツールを用い、誰もが社会とつながることを応援します。

市民活動促進支援事業
（対象：宝塚市民）

ひょうごアドプト推進業務
（対象：阪神北県民局管内の市民）

きずなの家事業
（対象：宝塚市民）

生きがいしごとサポートセンター事業
（対象：兵庫県民）

ＮＰＯ法人・コミュニティビジネス (ＣＢ)の設立支援 24法人設立
雇用創出 250名
起業相談 80名
シニア起業 8団体
シニア雇用創出 40名
ＣＢゼミナール 9回
ＣＢスキルアップ集中講座 2回
実務講習講座 9回
シニア向け講座 8回
ＣＢ啓発フォーラム 2回
専門家派遣 4回
【但馬地域】
ＣＢインターンシップ事業 1～ 2団体
ＣＢ全県活性化シンポジウム 1回
ＣＢ座談会 1回
ＣＢ出張相談 12回

参加型の施設管理運営を通じて、新しいコミュニティをかたちづくります。
本を通した市民同士の交流の場も設置します。

宝塚市立勤労市民センター指定管理事業
（対象：宝塚市民）

宝塚市立勤労市民センター管理　　　　　　　　　　　　　　　　 通年
宝塚市立末広駐車場管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 通年
自主事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 通年

伊丹市立市民まちづくりプラザ指定管理事業
（対象：伊丹市民）

伊丹市立市民まちづくりプラザ管理 通年
伊丹市市民活動支援 通年

特定非営利活動法人の起業・運営相談支援業務　　　　　　　　　　300回
市民活動団体等のコミュニティビジネス育成等支援業務　　　　　　200回

アドプト団体活動支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39団体

コミュニティカフェ運営 通年
市民アーティスト応援 通年
貸しスペース業務 通年
障がい者授産品委託販売 通年
市民活動広報支援 通年
市民団体イベント支援 通年
市民ボランティア参画促進 通年

事業内容 実施目標
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4 仕事を通じた社会参加づくり

5 参加の場づくり

6 市民ネットワークづくり

働くことで社会に参加することを支援し、就職成立者を増やします。また、事業者はもとより多くの市民に現在
の雇用状況を伝えることで、地域の理解を深めます。

中間支援NPOとして、それぞれのセクターを結びつけるネットワークの推進に力を入れ、安全で安心な社
会をつくります。

年齢や立場に捉われず誰もが参加できる場づくりや仕組みづくりを、100 色珈琲カフェを通じて実現します。

職場体験付若者就労支援事業
（対象：就労に課題を抱える宝塚市内の若者）

若年者就労サポート事業
（対象：就労に課題を抱える伊丹市内の若者）

地域若者サポートステーション事業
（対象：地域を問わず就労に課題を抱える若者）

就労準備支援事業及び自立相談支援事業
(就労支援 )（対象：宝塚市民）

100 色珈琲事業（対象：一般市民） カフェを通じた参加の場づくり　　　　　　　　　　　　　　通年

情報提供、講演
（対象：一般市民、活動団体）

東日本大震災支援
（対象：関西への避難者）

就労支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通年
生活相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通年

熊本地震支援
（対象：一般市民） 募金活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通年

ネットワーク事業
（対象：一般市民、市民活動団体）

自治会事務局 通年
ソリオ宝塚ふれあい夏祭り事務局 通年
地域施設管理事務局 通年
兵庫ひきこもり相談支援センター事業 通年

就労支援セミナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    13講座
生活訓練プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5講座
職場体験実習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約2週間／1人

就労支援セミナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24講座
パソコン講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8講座
職場体験実習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約3～5日／1人

キャリア相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新規登録者200名
職場体験事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　就職決定者120名
職場定着ステップアップ支援　　　　　　　　　　　　　　　就職者の定着率65％

求職活動支援 通年
セミナー及び就労体験 通年
就職後の職場定着支援 通年

事業内容 実施目標

通年
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支えてくださった皆さん

法人会員　3団体
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個人正会員　40 名
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遠
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明 

金
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政
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中
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中
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福
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賛助会員　124 名
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寄付者　50 名
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光
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（敬称略）

（敬称略）

（敬称略）

平成 29 年 3月末 19 年間の寄付総額は　34,575,036 円
平成 28 年度の寄付金額は 50 件（46 個人、4団体・企業）で 3,604,856 円の寄付をいただきました
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ボランティア

平成28年度のボランティア時間は 2,669 時間となりました。
このボランティア時間は常勤職員の 1年の労働時間に換算すると約 1.5 人分となり、
無償役務を換算すると 290 万円の寄付に相当します。
広い視野からのご意見や一緒に作業をする際の何気ない会話は、私たちに多くの気づ
きを与えてくれます。
私たちにとって、ボランティアの皆さんは欠かすことのできない活動のパートナーです。
しかし、ベテランのボランティアの方が体調を崩され、1年間休まれたことで、ボラ
ンティア時間が昨年より 800 時間程度減少となりました。ボランティアお一人お一人
の力は宝塚NPOセンターにとって大きなものなのだとあらためて実感しました。
今後も多くのボランティアの皆さんと共に、人が行き交う市民活動の交差点として活
気あふれる宝塚NPOセンターを目指したいと考えています。
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職員
石堂　弥華子

内田　潤

馬越　康弘

塩谷　素子

太田　惠子

橘田　てつ子

木佐一　豊人

工藤　圭子

久保　幸太朗

小林　千寛

斎藤　恒之

佐藤　紫乃

篠原　久美

新平　育男

洲上　ありす

高瀨　梓

出澤　淳一

中野　裕行

中山　光子

西谷　明子

子延　優子

緋本　順子

松岡　香江

万場　イツエ

三原　伸也

山口　耕平

山下　智子

横山　宗助

吉野　茂子

若山　晴司

平成 29 年 3 月末現在　　50 音順
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平成 29 年 3 月末現在

理事長 牧里　毎治 関西学院大学　人間福祉学部　社会起業学科　教授

副理事長 江守　典子 宝塚市社会教育委員の会議　議長

副理事長 遠座　俊明 大阪ガス株式会社　エネルギー・文化研究所

理事 名取　千里 株式会社ティーオーエー　代表取締役

理事 鶴丸　悌二 高齢者問題を考え行動する会　代表

理事 野尻　俊明 保護司

理事 藤田　綾子 大阪大学名誉教授

理事 西井　進剛 兵庫県立大学　経営学部　教授

理事 福島　達夫 社会保険労務士

理事 細谷　崇 CoderDojo　西宮・梅田代表

理事 中山　光子 認定 NPO法人　宝塚NPOセンター　事務局長

理事 橘田　てつ子 認定 NPO法人　宝塚NPOセンター

監事 福間　則博 弁護士

監事 森田　義 公認会計士、税理士

役員





認定 NPO 法人 宝塚 NPO センター

宝塚市栄町 2-1-1 ソリオ 1-3F
TEL　 0797-85-7766
FAX　0797-85-7799
MAIL     zukanpo@hnpo.net
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